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研究紀要「へき地教育研究」第81号の投稿論文を募集します  

北海道教育大学へき地・小規模校教育研究センター 

 「へき地教育研究」（「へき研紀要」）は、北海道教育大学のへき地教育・小規模校教育に 

係る理論的・実践的研究及び調査の成果を掲載し、へき地・小規模校教育研究の蓄積を図ると 

ともに、へき地・小規模校教育、研究の全国的な発展に貢献することを目的として昭和27年度 

より刊行しています。 

今年度は『へき地教育研究』第81号の発刊に向けて投稿論文を募集します。 

 北海道教育大学関係者の他、「日本教育大学協会へき地・小規模校教育部門」会員、「全国大

学へき地・小規模校教育研究会」会員の方々等学外の方からの投稿も認められており、全国の大

学のへき地教育研究者等から投稿していただいていますので、皆様の積極的な投稿をお待ちして

います。 

なお、学内者で令和７年度に研究費助成を受けている方は、研究成果の報告をこの紀要に投稿

することになっておりますので、必ずご提出ください。 

 論文の提出については、以下をご確認ください。  

提出・お問い合わせ先 

へき地・小規模校教育研究センター事務局 

✉kus-hekiken@j.hokkyodai.ac.jp 

提

出

期

限 

投稿論文題目 令和８年６月３０日（火） 

投稿論文原稿 令和８年８月３１日（月） 

 紀要編集発行要領ならびに提出に必要な様式は、こちらのQRコード（へき地・ 

小規模校教育研究センターHP「紀要編集発行要領」）から閲覧いただけます。 



 

2 2 

北海道教育大学へき地・小規模校教育研究センターの 

令和8年度活動方針について 

 北海道教育大学へき地・小規模校教育研究センターでは、へき地・小規模校における教員の定

着や教員研修の拡充が全国的にも重要な課題となっていることから、以下のような教育活動方針

を決定しました。この活動方針に基づき、へき地教育の研究活動・教育実践活動・研修普及活

動・国際社会貢献活動等を進め、北海道および全国のへき地教育の振興に寄与することを目指し

ます。 

１. へき地・小規模校教育研究センターが目指すもの  

１. 教員不足と教職意欲の低下が指摘される中で、北海道教育大学の多くの学生に、「教育の

原点」とも言われるへき地・小規模校教育を経験させて、学生の幅広い教職資質・能力と教職

意欲の向上を図り、教員志願者数の減少傾向を上昇基調に転じさせる。 

２. へき地・小規模校教育に対応できる理論的・実践的研究開発を推進し、北海道はもとより

全国におけるへき地・小規模校教育の発展と学校規模縮小化の課題解決に対応できる知見を普

及する。 

３. 教員研修機会の少ないへき地・小規模校の教員の資質・能力の向上を図るために、オンデ

マンド研修コンテンツや「へき地・小規模校教育実践力向上CBT」の開発を進めると共に、北海

道及び全国の現職教員研修の強化を図る。 

４. SDGs目標４「質の高い教育をみんなに」の実現に向けて、へき地教育研究成果を通じた国

際社会への貢献を果たす。 

２. 活動方針等 

（１）理論と実践の往還による「へき地教育プログラム」を中心とした教員養成の高度化 

 ① 北海道教育大学各校のへき地教育論講義・へき地校体験実習を充実させた「へき地教育プ  

   ログラム」を拡充し、北海道と全国のへき地・小規模校で実践的に活躍できる教員を育成  

   する。 

 ② へき地・小規模校の少人数指導体験などのへき地・小規模校の特性を生かした教育活動を 

   通じて、教職意欲と教育実践力の高い学生を育成する。 

 

（２）少人数指導等の先進研究を生かした現職教員研修の全国展開 

 ① 北海道内の教育委員会・学校教育界と連携して、北海道のへき地・小規模校教育研修を拡 

   充し、中堅教員・スクールリーダーを育成する。  
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 ② 北海道へき地・複式教育研究連盟」及び各管内研究連盟と連携し、北海道の学校現場にお 

   けるへき地・小規模校教育研究及び実践を発展させる。 

 ③ 全国の都府県教育委員会と連携したへき地・小規模校教育研究・実践研究と研修普及を進 

   め、全国における北海道教育大学へき地・小規模校教育研究センターの存在意義を明確に 

   する。 

 ④ 「全国へき地教育研究連盟」と連携し、全国におけるへき地教育研究・実践を発展させ 

   る。 
 

（３）へき地・小規模校教育を他大学のカリキュラムに組み込むための協働研究・FD研修の全国 

   展開 

 ① 「日本教育大学協会へき地・小規模校教育部門」や「全国大学へき地・小規模校教育研究 

   会」などの全国の大学のネットワークを広げ全国的なへき地教育研究・研究交流を発展さ 

   せる。 

 ② 連携協定を締結した北海道教育大学と、長崎大学・鹿児島大学・琉球大学との「へき地・ 

   離島教育に関する連携協定」による事業の展開 
 

（４）SDGｓ目標４「質の高い教育をみんなに」の国際社会貢献の推進 

 ① 国際的なへき地・小規模校教育研究へのニーズが高まる中で、国際社会におけるへき地・ 

   小規模校教育研究センターの研究成果を発信する。 

 ② へき地・小規模校教育研究センターの国際社会貢献活動と国際協働研究を発展させる。 
 

（５）へき地・小規模校教育研究センターの研究・教育の発展と存在意義の明確化 

 ① 全国唯一のへき地・小規模校教育研究の中核的な研究センターとして、へき地・小規模校 

   教育研究を発展させ、その成果を教育実践活動や大学の教師教育に生かす。 

 ② へき地・小規模校教育研究センターの研究内容・活動内容成果を北海道教育大学内外に広 

   く普及し存在を知らしめる。 

 ３. 充実した活動を展開するための運営体制の確立に向けて 

 学内５キャンパスにおけるへき研センター員間の連携及び役割分担をしながら、へき地校体験

実習を推進する、へき地教育アドバイザー間の相互協力をしていく。また、へき研センター事務

局と各校教育実習委員会・地域委員会・カリキュラム委員会・教職員等との連携の充実を目指

す。 

 さらに、各キャンパス長・執行部と密に連携しキャンパスにおける位置づけの向上を図る。へ

き研センター構成員が講演等で招聘された際のへき研センターの宣伝等広く一般に理解され、活

動が支持されるように展開していく。 
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研究紀要「へき地教育研究」第80号の完成 

北海道教育大学へき地・小規模校教育研究センターでは、1954年から毎年、へき地教育に関す

る研究紀要として『へき地教育研究』を刊行しております。令和８年３月に第80号を刊行しまし

た。この紀要は、全国の大学研究者に活用されているだけでなく、教育行政・学校など 教育各

界からも引用されるケースも多くなり、様々な観点・方法から教育社会貢献に役立っています。

近年も全国的な少子化・小規模校化の中で、研究紀要への投稿問い合わせや視察・資料調査訪問

などが毎年増えています。第80号には、13件の論文、研究ノート及び教育実践記録が収録されま

した。この他にもへき地・小規模校教育研究センターの年間の活動記録やフォーラムの様子が掲

載されています。 第80号含め一部のバックナンバーは下記のURL（センターHP「へき地教育研

究」）から閲覧いただけます。 

https://www.hokkyodai.ac.jp/edu_center_remoteplace/public/bulletin/edu_research/ 

台湾・国立屏東大学との「短期学生交流プログラム」が始まります  

来る６月15日（月）～21日（日）の１週間、台湾南部の国立屏東（ピントン）大学から学生10

名と教職員３名が釧路を来訪します。これは昨年11月に締結された本学との５年間の協定書に基

づく第一弾のプログラムです。へき研センターも受入れ準備に関わってきたので、以下報告させ

て頂きます。 

まず、協定書を交わすことになった経緯は、令和７年３月に以前から交流のあった台湾の「マ

ルチグレード教育促進チーム」の招待を受け、台湾南部をセンター長らが訪問したことでした。

主たる行事は台湾式の複式教育に関する授業研究大会だったのですが、この時、屏東大学へ招待

され、学長から協定の可能性を打診されました。ちなみに同大学でもへき地教育プログラムに取

り組んでおり、プレゼン内容もたいへん興味深いものでした。この打診を受けて大学全体として

協定に向けた検討が始まりました。７月には20名の「マルチグレード教育促進チーム」のメン

バーが釧路校を中心に視察研修を行いました（へきけんニュース第168号参照）。 

今回の短期学生交流プログラムの内容ですが、北海道教育大学附属釧路義務教育学校(６/17)、

釧路市立山花小中学校(６/18)、釧路市立阿寒湖義務教育学校(６/19)における視察と交流がメイ

ンになっています。複式授業や特別行事を観察し、台湾の文化活動を通して児童生徒と交流する

など、各校の児童生徒のみならず、教職員も心待ちにしております。また、へき研センターで

は、日本のへき地・小規模校教育に関する座学の学習機会(６/16)も用意しています。 

最後に今後の協定の展開について触れておきます。協定書によりますと、来年３月には本学の

学生が屏東を訪問する短期交流プログラムがあり、学生向けにはこの相互の短期留学は毎年継続

される予定です。また「教員交流」「研究資料交換」も含まれ、へき地・小規模校教育に関する

学術交流の可能性にも期待がかかります。実際は各人の興味・関心による主体的活動となります

が、様々なプログラム展開の可能性を秘めた屏東大学との協定、今後も是非注目下さい。 


